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2016-17 年度 RI 会長：ジョン・ジャーム／ ガバナー：前嶋修身／会長：大野年司／ 幹事：渡辺久記 

クラブ会報委員会 委員長：松岡 保／例会日：木曜日 午後 12:30 開会／会場：ベルヴィアイトピア 

 

第２４６２回 ９月第４例会 ９月２９日（木） 

[埼玉新聞代表取締役社長 小川 秀樹様 卓話例会 ] 

●点鐘 大野年司 会長 

●会長の時間 大野年司 会長 

●幹事報告 渡辺久記 幹事 

●ロータリーの友読み処紹介 

●委員会報告 

●小川 秀樹様 卓話 

●謝辞 

●出席奨励・スマイル委員会 

●点鐘 大野年司 会長 

 

点 鐘 

会 長 の 時 間 

 

月末の何かとご多用の中、多くの皆様にお集まり頂きま

して、誠にありがとうございます。 

本日は地区大会の一環事業として、熊谷ゴルフクラブ

にて、熊谷ロータリークラブ主幹の「ロータリー財団 100 周

年記念チャリティーゴルフ大会」が開催されました。７時半

スタートで、当クラブからは湯本ガバナー補佐、小椋会員、

黒田会員、関会員のご主人、大谷会員、新井会員、斉藤

浩二会員、大野の８名が参加してまいりました。雨にもほと

んど降られず、皆様好成績にて楽しく回らせて頂きました。

１１月５日（土）～６日（日）の地区大会にて成績発表を行う

とのことです。近いうちに案内が出ますが、６日（日）がメイ

ンとなりですので、予定に入れておいて頂けたらと思いま

す。 

「お盆過ぎると正月はすぐ」と昔から言われてまいりまし

たが、今週土曜日から１０月に入ります。秋から年末にか

け色々な行事が多くなります。１２月３日（土）にロータリー

クラブと深く関連のある「明治大学マンドリン倶楽部行田演

奏会」が予定され、武笠会員がその実行委員長として頑

張っております。毎回多くの会員の皆様にご協力を頂い

ておりますが今年も是非宜しくお願い致します。 

今日は、埼玉新聞社の小川社長に卓話でお世話にな

ります。宜しくお願い致します。 

幹 事 報 告 
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本日は、埼玉新聞社 代表取締役社長 小川秀樹様

の卓話例会です。小川社長よろしくお願いいたします。 

では幹事報告をいたします。 

1.  本日、地区のチャリティーゴルフ大会が開催され、大

野会長以下８名の方に参加いただきました。結果など

については、後日発表いただけるかと思います。ご参

加いただいた皆様ありがとうございました。  

2.  本日、こちらで例会を開催いたしますが、その後の懇

親会につきましては３階のバールとなりますので、移動

をお願いいたします。 

3. 来週の木曜日は、通常の昼の例会となります。卓話者

は小山博会員です。よろしくお願いいたします。また、

その日は例会の前に理事会を開催いたします。理事

の方は宜しくお願いします。 

4. 最後になりますが、行田ロータリークラブのホームペー

ジに週報の欄がありますが、先日まで空欄となってい

ました。こちらについて、小松会員のご尽力により、前

回までの週報を一括でアップして頂きましたので、ご報

告いたします。小松会員ありがとうございました。  

ロータリーの友読み処紹介 

 

境野会員 

委 員 会 報 告 

 

健康管理ゴルフ 新井 誠委員長 

 

 

社会奉仕 古沢世話人 

   

本 日 の 卓 話 

 
小川 秀樹様 

『AＩ時代を生き抜く人材育成』 

平成４０年（12年後、今小学4年生が大学を卒業し社会に

出るころ）の社会は AＩ(人工知能)が進み社会が変化して

いる。平成４０年に、必要とされる人材とは、またその時、

職に就くには、今の小学 4年生は何を学べば生き残れる

か。という非常に興味深いお話でした。 
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司会 境野会員 

 

出 席 状 況 報 告 

 

斉藤委員長 

T 

A 

正会員数 

85 年規定承認者 

６３名 

１６名 

A 理事会欠席承認者  

P 本日の出席者 ３５名 

B 各承認者の例会出席者 ７名 

MU 本日のメーキャップ者 ４名 

本日の出席率 ７２％ 

 

ニ コ ニ コ 報 告 

○大野会員  

小川社長様、今日はありがとうございます。 

よろしくお願い申し上げます。 

○渡辺会員 

小川社長、御多用の中、本日はお越し頂き、ありがとうご

ざいました。 

※本日のニコニコは６000 円でした。 

ありがとうございました。 

 

みらいづくり委員会 

2016.9.21（木）カフェ「閑居」に於いてみらいづ

くり委員会「懇談会」が開催されました。 

みらいづくり委員会は「継続事業」と「姉妹クラブ」

の見直しをテーマに、経験豊かな会員の方々からの

様々な意見をまとめ、次年度以降のクラブ運営に活か

せる資料を作成しようと活動しております。 

今回のテーマは「姉妹クラブに関する懇談会」で、

大野会長、小山会員、冨田会員、山本(憲)会員、小林

会員、小椋会員、山本(正)会員の 7 名が出席されまし

た。島﨑委員長がコーディネーターを務め、白河・城

中・桑名北 各クラブとの交流のきっかけや意義、交

流の現状について、また、今後の交流のあり方などの

意見を求めました。 

交流の始まりは、当時の先輩たちの熱意と努力そし

て双方の思いが合致したという経緯がありますが、時

間の経過と共に３クラブとの交流状況にいくつか問

題点も現れてきているようです。 

それら詳しい内容については、12月末の完成を目標に

冊子にて皆様に伝えられる予定ですが、50周年の節目

を契機に、より魅力ある行田 RCを目指し活発な意見

交換をされている諸先輩方を拝見し、「懇談会」の意

義深さを感じました。 

 

 


